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愛知県自動車車体整備協同組合  理 事 長 金 原 正 和 

新年明けましておめでとうございます。 

愛知県自動車車体整備協同組合理事長の金原正和です。 

２０２０年の新春を迎えるにあたり、一言ご挨拶申し上げます。 

昨年５月から新たな元号「令和」となり、二年目を迎えます。 

本年は、いよいよ５７年ぶりとなる東京オリンピックが開催されて、  

日本が世界中から注目され各国から大勢の人々が訪れ、昨年開催されま 

したラクビーワールドカップの熱狂を超える一年になると予想されます。 

開催による経済効果が更なる景気回復となり、それが市民生活に反映さ 

れることを大いに期待するところです。 

日本を取り巻く世界情勢は、米国との友好関係を保ってはいるものの、ここ数年は中国、韓国及び 

北朝鮮を含めた近隣諸国との関係に危機感が引き続いているところです。 

自動車業界においては、１００年に一度の大きな変革期に来ていると言われていますが、昨年５月 

に成立した道路運送車両法の一部を改正する法律において、運輸局長の認証が必要な分解整備の対象 

範囲を拡大し、名称も「特定整備」と改められ、我が業界においてもかつてない法改正となったとこ 

ろです。 

その「特定整備」の具体的な業務範囲及び認証の要件については、「自動車整備技術の高度化検討会」 

において検討、とりまとめられた提言を基に、国土交通省は当該法律の施行に向けて、道路運送車両 

法施行規則等の一部を改正する省令（仮称）案及び自動車の点検及び整備に関する手引等の一部を改 

正する告示（仮称）案に関する意見の募集を昨年１２月２６日まで実施しておりました。 

関係省令・告示公布予定は今年１月中の予定であり、特定整備制度の施行は５月前後と予想されます。 

愛車協としても法改正内容のいち早い情報を入手し、組合員へ周知徹底を努めて新制度を上手く活 

用して事業の拡大に繋げていきたいと考えております。 

４年目となります日車協連の「高度化車体整備技能講習」及び自主認定制度の「先進安全自動車対 

応優良車体整備事業者」の認定数も全国的に増加しており、今後更に伸びていくものと予想されてお 

ります。 

認定事業者の活動が愛車協の知名度を上げ、安心・安全な車体整備を提供する業界団体と事業所で 

ある事を多くのユーザー様にアピールする活動は、車体整備業としてのブランド化に繋がるとともに、

信頼のできる認定事業者の安心感のある修理は業界の資質と信頼向上に繋がります。 

厳しい現状ではありますが、魅力ある事業を積極的に推進し、愛車協を支えて 

いただいている組合員の皆様に貢献出来ればと思っております。 

最後になりますが、本年も組合員、賛助会員及び関係団体皆様

方の益々の発展とご活躍を祈念するとともに、役員一同、精一杯

頑張りますので一層のご支援・ご協力をお願い申し上げ、新年の

ご挨拶とさせていただきます。 

 



 

新年あけましておめでとうございます。事業委員長の串 信政（西支部）です。 

新しい年を迎えるにあたりまして、僭越ながらご挨拶申し上げます。 

私は、昨年より事業委員長を拝命しましたが、昨今の車体業界を取り巻く情勢 

は認証整備制度から「特定整備」に大きく法改正がされて、新たな方向に活動が 

開花されようとしております。 

我が業界の大変革期の草創期として、事業委員会としましても、この法改正を 

ビッグチャンスと捉えて活発な活動をしていこうと思います。 

とりわけ、毎年実施している賛助会員との意見交換会を更なる情報交換の場と 

して、より一層の連携強化を図り、愛車協及び賛助会員の皆様と力を合わせ、双方の発展に寄与 

していきたいと決意しているところです。どうぞ本年も宜しくお願い申し上げます。 

 
岡崎支部（近藤支部長）は、１２月１日（日）岡崎市サンボールに 

て、毎年恒例となっている岡崎支部ボーリング大会を行いました。 

組合員、８社４８名、賛助会員、５社１６名の合計６４名の参加で 

大いに盛り上がり、白熱の大会となりました。 

栄えある優勝者は、（株）ミヤセ自動車の「竹本洋」様でした。 

大変おめでとうございました。  

 
既に12月16日付けでお知らせしました「後期特殊巡廻健診」を下記の 

とおり実施しますので、日程をご確認いただき申込書に記載し１月２７日 

までにＦＡＸにて事務局までお申込み下さい。 

なお、今回より昭和地区の健診場所が「㈱カトウ」から「自動車会館」に 

変更になりましたのでご承知おき下さい。 

2/18（火）・㈱加藤鈑金整備・近藤自動車工業㈱・西小島公民館・小牧自動車販売整備協同組合 

2/20（木）・㈱三光社・ナカバヤシ自動車工業㈱・新明工業㈱ボディサービスセンター 

2/21（金）・㈲進光鈑金・自動車会館・中部盲導犬協会 

詳細はＨＰにも掲載してありますのでご覧下さい。（https://www.aishakyo.jp/news/topics1/ ） 

 
本年の干支「子年」は、再び新しい十二支のサイクルがスタートする年です。           

ねずみの特徴は、「ねずみ算」と言う言葉があるほど、子どもをどんどん産んで

数を増やしていくことから「子孫繁栄」の象徴でもあり、「ねずみ＝寝ず身」と

され、真面目にコツコツと働く人が多いようです。               

倹約家で不要なものにお金を使わないため、若いうちから財を成すことができる

そうですよ。  ただ度を越すとケチと噂されるかも知れませんねぇ・・・(>_<)。           

また、鋭い勘とひらめきを持ち「火事の前にはねずみがいなくなる」、「ねずみは沈 

む船を去る」などのことわざがあるほどです。                  

どんな状況でもその危機察知能力を活かせば、人生を難なく歩んでいけるらしいです。

今年は危機察知能力を活かした子年の人が我が業界をリードすれば・・・(^o^)。   

それでは、２０２０年もお世話になりますが何卒よろしくお願いします。 (^O^) （ｙ．ｍ） 




